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「プラスチック容器包装組成分析調査結果」について（資料提供） 

時下，ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

 日頃より，環境行政の推進に格別のご理解とご協力を賜り，厚くお礼を申し

上げます。 

さて，本市では，平成１４年度（２００２年度）より資源ごみとしてプラス

チック容器包装の分別収集を実施してきたところでありますが，今般，この排

出状況や質量変化の動向を検証するために「プラスチック容器包装組成分析調

査」を行い，調査結果を別添のとおり取りまとめましたので，報道方のご協力

をいただきたく,特段のご配慮を賜りますよう，よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

函館市環境部清掃事業課      

適正排出指導担当：柏谷・大堀   

TEL ５１－０７９６        

FAX ５１－９１０９        
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紙製容器,紙パック
ティッシュ,防虫剤
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乾燥剤,アルミ箔
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 スチール 0.00 0.01 0.05 0.00 0.01 0.04 2本
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透明袋等で排出 2.65 2.75 2.85 88.33 85.94 93.44

レジ袋で排出 0.35 0.45 0.20 11.67 14.06 6.56

計 3.00 3.20 3.05 100.00 100.00 100.00
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※令和7年度からモバイルバッテリー等，加熱式・電子タバコを追加し，プラスチック・ビニール製品を100％プラスチック製品へ変更した。
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 カミソリ，ナイフ，カッター等（刃物）

 使い捨てライター

 電池類（モバイルバッテリー，小型充電式電池等含む）

 注射針

５　調査結果（重量比）

区分 品　　　　目
重量（㎏） 重量比（％）

備　　考

  ⑴ プラスチック容器包装（分別基準適合）分　　

  ⑵ プラスチック容器包装以外（分別基準不適合）分　　

６　詳細内訳

　　・　住宅地，団地，商業地，農業地，漁業地（各地区から平均６５袋）

　　・　検体量を約１００kgとし，３２２袋の検体から１７３袋を無作為に抽出

　　　　（１００kg÷０.５８㎏≒１７３袋　小数点以下切り上げ）

　⑵　無作為に抽出した検体すべてを開封し，組成状況を調査分析

３　実　施　者

　　清掃事業課適正排出指導担当職員（４名）

４　調査の概要

　⑴　地域性によるごみ質の違いを勘案し，５地区から３２２袋の検体を収集

　　　（総重量１８４.６７㎏，１袋平均０.５８㎏）

令和８年度（2026年度）　プラスチック容器包装組成分析調査

１　実　施　日　

    令和８年（２０２６年）　７月１０日（金）

２　実 施 場 所

　　函館市環境部　（旧）車両整備作業場内


